
横浜国大環境研紀要20：101－110（1994）  

東北地方中部の森林限界以上の亜高山帯におけるササラダニ相  

一鳥海山，月山および栗駒山一  

OribatidFaunaintheSubalpineZoneabovetheForestLimitof   
the CentralPart ofthe Tohhoku DistrictinJapan － Mts．   

Chokai－San，GassanandKurikoma－yama一  

原田  洋＊  

HiroshiHARADA＊  

Synopsis   

Oribatidfaunain the subalpine zone above the forestlimit of three mountains  
locatedinthecentralpartoftheTohhokudistrict wasinvestlgated and compared  
withthat ofthe mountainsin Centraland NortheasternJapan．Generalfeatures of  
oribatidfaunainthesubalpinezoneare：（1）Anincreaseinthespeciesnumberofthe  
familyCeratozetidae，（2）AdecreaseinthespeciesnumberofthefamilyOppiidae，  

（3）AcomplicationofspeciescompositionofCamisiidae，（4）AlackofAmetroproctus  
reticulatusinthesubalpinezonefromtheKanto districttothe centralpart of the  
Tohhoku district，（5）A scarcity of Rhysotritia ardua whichis one of the most  

commonspeciesinthemontaneandbasalzones，（6）Thepresenceofsomespecies  

mostlyrestrictedtoahighaltitude（above2300m）in the Chubu district such as  
Trichoribatesrausensis，DiapterobatesuariabilishonshuensisandAchipteriasp・E，  

（7）AlackofMaerhelotritiahishidaiundersnowpatchvegetation and alpine mead－  
ows．This tendency has also been foundin the previouslyinvestlgated oribatid  
communitiesinthesubalpinezoneofMts．Asahi－dake，IideTSanandAzumaTSan・  

種の分布状況を改めてまとめたのでここに報告する。   

本研究を行なうにあたり，ササラダニ類の同定をは  
じめ研究面で終始変わらぬご指導を賜わっている横浜  

国立大学青木淳一教授に感謝の意を表したい。また，  

三山岳の野外調査にご協力いただいた名古屋植木株式  

会社の堀田和裕氏に感謝したい。  

はじめに  

森林限界以上の高山・亜高山帯のササラダニ相につ  

いて，主に生態分布を中JL、に報告してきた（原田・青  

木，1982；原田，1988；1993など）。その結果，これ  

らの地域のササラダニ相の特性が浮かび上がり，その  

概略をつかめるようになった。今回の調査地は東北地  

方中部に位置する鳥海山，月山および栗駒山の三山岳  

であるが，ここでも今までに報告してきたのとはぼ同  

じ結果を得ることができた。   

これら三つの山岳のササラダニ類については，その  

一部をすでに発表（原田，1988）しているが，全出現  

調査地および調査方法  

調査地は東北地方の中部に位置する鳥海山（2230m），  

月山（1980m）および栗駒山（1628m）の三つの山岳  

である。   

鳥海山では大平山荘～御浜～御苗代～伏拝岳～七高  

山の鳥海山西面ルートで15地点，月山では弥陀が原  

～仏生地～山頂の月山北面登山道沿いで12地点，栗  

駒山では須川温泉～名残ケ原～昭和湖～山頂の栗駒山  

の西面，北面ルートで14地点の合計41地点で調査を   
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行なった。   

土壌資料の採取地点は，いずれも森林限界以上の亜  

高山帯に生育する植物群落地を対象とした。調査地点  

の標高，植生および資料採取年月日は以下のとおりで  

ある。  

仙台40：山頂～仏生地，1850m，ミヤマハンノキ群落，  

1981年8月20日  

仙台41：仏生地付近，1800m，ウゴアザミ？群落，  

1981年8月20日  

仙台42：仏生地付近，1770m，ミネカエデ群落，1981  

年8月20日  

仙台43：仏生地～弥陀ケ原，1700m，チシマザサ群落，  

1981年8月20日  

仙台44：仏生地～弥陀ケ原，1640m，シロバナトウチ  

ソウ群落，1981年8月20日  

仙台45：仏生地～弥陀ケ原，1570m，チシマザサ群落，  

1981年8月20日  

仙台46：弥陀ケ原，1490m’，ヌマガヤ群落，1981年8  

月20日  

仙台47二弥陀ケ原，1450m，ヤハズハンノキ群落，  

1981年8月20日  

［栗駒山］  

新庄5：山頂付近，1620m，ハイマツ群落，1981年8  

月16日  

新庄6：山頂付近，1620m，ヌマガヤ群落，1981年8  

月16日  

新庄7：山頂～昭和湖，1600m，ハイマツ群落，1981  

［鳥海山］  

新庄21：七高山，2220m，  

1981年8月18日  

新庄20：行者岳，2180m，  

8月18日  

新庄22：行者岳，2160m，  

月18日  

新庄23：伏拝岳，2120m，  

18日  

新庄24：伏拝岳，2120m，  

年8月18日  

新庄25：文殊岳，2060m，  

8月18日  

新庄26：文殊岳，2010m，  

コメバツガザクラ群落，  

ガンコウラン群落，1981年  

コバイケイ群落，1981年8  

ハイマツ群落，1981年8月  

ミヤマハンノキ群落，1981  

ガンコウラン群落，1981年  

イワノガリヤス群落，1981  

年8月18日  

新庄27：文殊岳，1990m，イワノガリヤス群落，1981  

年8月18日  

新庄28：御苗代，1900m，ハイマツ群落，1981年8月  

18日  

新庄29：御田ガ原，1740m，ニッコウキスゲートウゲ  

ブキ群落，1981年8月18日  

新庄30：扇子森，1710m，ニッコウキスゲ群落，1981  

年8月18日  

新庄31：御浜，1690m，チシマザサ群落，1981年8月  

18日  

新庄32：愛宕坂，1650m，ヒゲノガリヤス群落，1981  

年8月18日  

新庄33：愛宕坂，1600m，ミヤマハンノキ群落，1981  

年8月18日  

新庄34：とよ（吹薄口），1560m，チシマザサ群落，  

1981年8月18日  

［月 山］  

仙台36：山頂付近，1950m，チングルマ群落，1981年  

8月20日  

仙台37：山頂～仏生地，1920m，トウゲブキ群落，  

1981年8月20日  

仙台38：山頂～仏生地，1920m，ミネズオウ群落，  

1981年8月20日  

仙台39：山頂～仏生地，1900m，ミヤマネズ群落，  

1981年8月20日  

年8月16日  

新庄8：山頂～昭和湖，1590m，  

1981年8月16日  

新庄9：山頂～昭和湖，1590m，  

年8月16日  

新庄10：山頂～昭和湖，1570m，  

年8月16日  

新庄11：山頂～昭和湖，1530m，  

1981年8月16日  

新庄12：山頂～昭和湖，1520m，  

1981年8月16日  

新庄13：山頂～昭和潮，1510m，  

シラネニンジン群落，  

● ハイマツ群落，1981  

ハイマツ群落，1981  

マルバシモツケ群落，  

チシマザサ群落，  

イワイチョウーヌマ  

ガヤ群落，1981年8月16日  

新庄14：山頂～昭和湖，1430m，イワイチョウーヌマ  

ガヤ群落，1981年8月16日  

新庄15：山頂～昭和湖，1370m，ダケカンバ群落，  

1981年8月16日  

新庄16：昭和湖付近，1290m，ミネカエデ群落，1981  

年8月16日  

新庄18：昭和湖～名残ケ原，1210m，ミヤマハンノキ  

群落，1981年8月16日  

新庄19：須川温泉付近，1150m，ガンコウラン群落，  

1981年8月16日   
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雪地の山頂付近は，イワイチョウ，ヌマガヤ，チンダ  

ルマ，モミジカラマツなどの優占する雪田植生が広がっ  

ている。このような植生域ではササラダニ種数も少な  

くなっている。  

（2）MGP分析Ⅰ   

ササラダニ類を系統分類学的に接門類（M群），無  

翼類（G群），有翼類（P群）の3群に区分した場合  

の，それぞれの群の種数割合を比較するMGP分析Ⅰ  

（青木，1983）を行なってみると，図1のようになり，  

各山岳とも類似した結果を示した。いずれの山岳も  

M，G，P群の種数割合が20～50％の範囲で0型に  

類型化される。これは森林限界以上の高山帯や亜高山  

帯のササラダニ群集の典型的なタイプである。  

土壌資料は青木（1978）の拾取り法により土壌と  

ともに堆積有機物や蘇苔類を採取し，各調査地点に  

おいて約2ゼの資料を得た。資料は航空貨物か宅配便  

にて横浜に輸送し，採取日の翌日には内径30cmの  

Tullgren装置（土壌動物抽出装置Oribatec3010）  

に投入された。40W電球を3日間照射してササラダニ  

類を抽出した。  

結果および考察  

鳥海山，月山，および栗駒山の三山岳の森林限界以上  

の亜高山帯41地点から合計98種のササラダニ類を採取  

した。この内，ナミグルマヒワダニ属エわcん乙九0花王㍑S  

の一部，ジュズダニ科Belbidae，オニジュズダニ 属  

鞄Zdαmαe㍑S，ヒメツノジュズダニ属〃）pOdαmαe比S，  

マドダニ属5比Cわあegあeggα，オトヒメダニ属Sc′ほgOr∠－  

わαねSなどは，集合プレパラートでの種の同定が困難  

なため区分可能なものを除き数種を一括して一種とし  

言取り扱った。一拾取り法という採集法を採用したため  

個体数は考慮せず，種の存否だけを重視した。  

（1）種類数   

ササラダニ類の合計種数は64～71種で山岳による  

相違は認められない。朝日岳（66種）や飯豊山（73種）  

など東北南部の山岳（青木・原田，1983）での種数と  

はぼ同じであるが，北部の秋田駒ヶ岳（77種），岩手  

山（83種），八甲田山（89種）と比較するといく分少  

ない（原田，1993）。この傾向は一地点あたりの平均  

種数にも現われている。これは採集地点数の多少や採  

集地の環境を反映している結果である。採集地点数が  

増えれば合計種数の増加は期待されるが，平均種数の  

増加は採集地の環境に大きく影響される。すなわち，  

ハイマツやミヤマハンノキなど低木林を形成する環境  

では，ササラダニ種数が多いので，このような環境が  

多いほど平均種数は増大する。その代表的な例を岩手  

山（平均28．7種）にみることができる。一方，飯豊山  

（13．2種），鳥海山（14．2種），月山（18．1種）など多  

義1三つの山岳の森林限界以上の亜高山帯に  

おけるササラダニ類の種数  

M G P  M G P  

図1 MGP分析Ⅰ  

（3）コバネダニ科の種数   

本州中部地域も東北地方も亜高山帯以上の地域にお  

けるササラダニ相の特徴の一つとして，コバネダニ科の  

種数が多いことがあげられる（原田・青木，1982；原田，  

1993）。本調査地からは合計6属11種が出現した（表  

2）。コバネダニ科の種が所属する有翼類（P群）の種  

数は，三山岳で28種を数える。この内，コバネダニ  

科に含まれる種は11種で，約40％を占めることにな  

る。いいかえれば，有翼類全体に占めるコバネダニ科  

の種数割合が高いのが高山・亜高山帯の特徴となる。  

表2 コバネダニ科に含 まれる属とその種数  

鳥 月 栗  
海  駒  
山 山 山  

鳥海山  月 山  栗駒山  

調査地点数  15  12  14  

合計種数書  64  65  71  

平均種数■  14．2±4．9 18．1±6．2 17．4±6．6  

種数範囲  4～21  8～28  6～30  

ハゲコバネダニ属  

コバネダニ属  

ハシゴコバネダニ属  

クロコバネダニ属  

和名なし  

ケタコバネダニ属  
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Cerα亡OZefegJα  

Cerα亡OZe亡es  

皿dpferoあαとes  

且4egα花OZe亡eぶ  

Propegqps  

アrZcんor£わα亡es  
＊旦膵Odαmαe格和£血mαeはS，5比Cねわe伽ggαの複数種   

には区分可能な範囲の最低種数を加算してある  
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（4）ツブダニ科の種数   

ツブダニ科Oppiidaeはササラダニ類の中でも特に  

種分化の進んだグループで，我が国からは種名の確定  

しているものだけでも20属32種（亜種も含む）を数  

える（藤川はか，1993）。特に種数が多いのは暖温帯  

の平地部で，山地や冷温帯域になると，その種数はずっ  

と少なくなる。さらに亜高山帯以上の高地になると，  

生息種数も1地点から出現する種数も極端に減少する  

（原田・青木，1982）。   

本州中部地域の結果によると（原田，1988），低地  

帯ではツブダニ科の合計種数の平均は13．1±4．0種，  

1地点あたりの種数平均も7．2±2．2種となる。ところ  

が，山地帯では合計種数は9．4±1．7種，地点あたりの  

平均種数は4．2±0．7種とあきらかに種数が減少してい  

る。さらに高山・亜高山帯になると，わずかに合計種  

数で2．3±1．4種，1地点あたりの種数で1．0±0．6種に  

すぎない。   

この傾向は東北地方でも同様で，亜高山帯以上の高  

地のツブダニ科の種数は，本州中部地域とはとんど同  

じ値を示している（表3）。なお，出現頻度の高い種  

はコスモポリティツクな性格をもっているナミツブダ  

ニqppよeggα花0ひαとヨスジップダニ恥αdro郡元  

卯肌抗cαrZ花α£αである。  

表3 東北地方の森林限界以上の亜高山帯に  

おけるツブダニ科の種数  

ダニ科の種数の相違は認められないゝまた，種類組成も  

類似しているが，アトコブオニダニCαmZsZαんorrZ血  

だけは東北地方で欠落している。本種は中部地方でも  

出現頻度はきわめて低いので，東北地方に分布してい  

ないのか，採集できないだけなのかは今のところ不明  

である。  

（6）アミメオニダニ属の出現状況   

本調査地から得られたアミメオニダニ属Ⅳ0£んr㍑S  

はハナビラオニダニⅣ．わZcZ∠Zα£比S，オオアミメオニダニ  

N．borussicus，ヨコヅナオニダニN．palustris，  

へラゲオニダニⅣ．sZ∠ues£rZsの4種で，本州中部地域  

の高山・亜高山帯に分布する種と全く同じ種組成であ  

る。この内，オオアミメオニダニとへラゲオニダニの  

2種は，中部地域では山地帯以上の植生域に分布する  

が，ハナビラオニダニは標高1500mのブナ林を分布  

の上限として，それ以下の低海抜地域に分布している  

（原田，1988）。   

ところが，東北地方では亜高山帯にも本種は生息し  

ていて，例えば，鳥海山の1650m，岩手山の1750m，  

朝日岳の1770m，一切経山の1850mまで分布域を上  

昇させている。鳥海山と飯豊山を除けば，海抜2000m  

を越える山岳は存在しないので，東北地方の山岳のい  

くつかでは山頂近くまでハナビラオニダニが生息して  

いることになる。  

（7）コロポックルダニの欠如  
憫   

コロポックルダニAmeとroproc£㍑Sreわc㍑gα£㍑Sは，  

東北地方北部の山岳の亜高山帯に広く分布している。  

生息環境もハイマツ，ミヤマハンノキ，ミネヤナギな  

どの低木林，ヒメノガリヤスやガンコウランの優占群  

落などさまざまである（原田，1993）。また，早池峰  

山ではハヤチネウスユキソウやミヤマウスユキソウの  

群落からも採集されている（未発表）。さらに，岩手  

山ではダケカンバ林やミズナラ林などの山地帯にも生  

息している。ところが，本種は本州中部地域では，標  

高2000m以上の高山・亜高山帯にその分布が限られ  

ている（原田，1988）。   

一方，東北地方南部に位置する朝日岳，飯豊山，蔵  

王山，吾妻山や今回の鳥海山，月山，栗駒山などの東  

北中部の山岳からは全く採集されていない。また，爆  

ケ岳や至仏山でも確認されていない（未発表）ので，  

関東から東北地方中部地域の亜高山帯は，現在のとこ  

ろ本種の空白地帯ということになる（図2）。しかし  

丸山（1984，1993）により，新潟県のブナ林一浅草  

岳の1020m，八海山の1275m，米山の840mの各地  

点－からコロポックルダニの生息が確認されてい  

るので，東北地方中・南部も冷温帯域には分布してい   

地 域 合計種数去芸霊冨諾孟宗資料数  
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一切経山  

2．4±1．0  

（5）オニダニ科の出現状況   

東北地方の亜高山帯から得られたオニダニ科Camis－  

iidaeは，オニダニ属Camisia6種，アラゲオニダニ属  

ガe7乃Z托0£んrαS4種，ヒラタオニダニ属Pgαとγ花0£んr乙↓S  

2種（1亜種を含む）の合計12種である。これは中部  

地域（原田，1988）とはぼ同じで，両地域の問にオニ  
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ものとがある。ここに出現した8頭はいずれも後者の  

タイプのものばかりである。東北地方の亜高山帯から  

は，中部地域と同様に1爪タイプのヒメへソイレコダ  

ニは今のところ全く確認されていない。  

（9）ラウスコバネダニの出現状況   

ラウスコバネダニrr£c九orZわαとes rα比Se71Sよsは，  

我が国の高山・亜高山帯のササラダニ相を特徴づける  

種の一つである。本種は本州中部地域においては，火  

打山の標高2415m地点を分布の下限とし，高山・亜  

高山帯に生息している。ところが，東北地方では亜高  

山帯の位置が標高的に低下する関係上 本種が生息す  

る海抜高度も相対的に低くなり，その分布の下限は南  

部山岳で1440m，中部で1530m，北部で1430mとなっ  

ている。また，本州中部と東北南部の間に位置する燵  

ケ岳（2346m）では，分布下限の標高は2250mと両  

地域の中間的な値を示している。   

このように本州中郡地域では高海抜地に分布する種  

も東北地方の山岳になると，低海抜地にも生息するよ  

うになる。しかし，生態分布は地域が異なっても変わ  

らず，森林限界以上の亜高山帯の植生域を生息地とし  

ている。ラウスコバネダニと同じような分布をするもの  

にホンシュウコバネダニ刀i叩乙eroわα乙es uαr£αわigZs  

ん071Sん比e71SZs，ツノバネダニ属の2種Acんわ£erZαSp．  

Dおよびsp．Eがみられる。  

（10）キシダイレコダニの出現状況   

キシダイレコダニ〟αerゐego£ri£よαゐよsんよdαZは，  

本州では高山・亜高山帯を中心に分布している（原田，  

1988；1993）。しかし森林限界以上でも雪田植生，高  

茎広葉草原，高山荒原などの植生域には生息せず，ハ  

イマツ，オオシラピソ，ミヤマネズ，ミネヤナギ，ミ  

ヤマハンノキなどの低木林の生育地においてのみ生息  

が確認されている（原田，1993）。本調査地の鳥海山や  

月山でも同様な結果を示した。   

針葉樹や広葉樹を問わず，樹林地であれば林床に堆  

積する有機物が多くなるので本種の生息を可能にする  

ものと考えられる。このようなハビタットを選好する  

種は，本種をはじめフトゲイレコダニOn沌0£rZ乙よα  

カ耽扇cα，トクコイレコダニ0．£0た比如αe，ジュズダ  

ニ科の種Belbidaespp．などいずれも体長1mm以上  

の大型のササラダニばかりである。  

（11）コバネダニ属の一種の出現状況   

ガンコウラン，ミネズオウ，コメバツガザクラなど  

の優占する風衝燻性群落と，ハイマツやミヤマネズの  

優占する低木林は，尾根部のような乾燥しやすい立地  

に生育している。このような環境下にはコバネダニ属  

の一種CerαわZe乙essp．Cが欠如するという特徴が   

る可能性もある。いずれにしてもその勢力は弱く，限  

定された環境に生息しているものと考えられる。  

図2 本州の高山・亜高山帯におけるコロポックル  

ダニAme抒OprOC£αSreとょc弘Jα亡㍑Sの分布  

（8）ヒメへソイレコダニの減少   

森林限界以上の高山・亜高山帯においては，環境選  

好性が低く，平地ではどこにでも生息しているヒメへ  

ソイレコダニ月九γSO£rZとょααr血αの出現頻度や個体  

数が減少することが知られている（青木・原田，1983；  

原田，1993）。本調査地でも鳥海山からは全く出現せ  

ず，月山の3地点からの4頭と栗駒山の1地点から4  

頭が得られたにすぎない。この内，栗駒山の採集地点  

は標高1150mと低い。ここは硫気噴出のた．め森林が  

成立しないところであり，冷温帯落葉広葉樹林の植生  

域に相当している。   

また，ヒメへソイレコダニには全脚が1爪タイプの  

ものと，第1脚が2爪で，第Ⅱ～Ⅳ脚が3爪タイプの  
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表4 東北地方中部の森林限界以上の亜高山帯のササラダニ相  

山
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Macrophylina（M群）  

1．月rαCんッc九oc克とん0血五s以頭痛  

2．エわc九とん0花よusgαgわα  

3．エわcん亡ん071～㍑SSegれわゐZ  

4．ムわcんとん07血sspp．  

5．5ッ几Cんとん0几よ比SCre几比gα亡昆S  

6．〃）pOC／血oJ血sr叫ルg比ぶ  

7．ガγpOCんとんoJ血ssp．A  

8．ガγpOC如ん0花よegJαmよ花㍑亡よs8Zmα  

9．Pαrんッpocん£ん0花よ㍑5呼んよdわ昆S  

lO．Apogoんmα花花よαg乙gα花£eα  

11．塾戒0んmα花花iαSp．D  

12．P如ん£rαCαr昆Sむr）′0と血s  

13．P如んZrαCαr昆SノαpO71わ比S  

14．Pん亡ん∠rαCαr乙↓SSe亡OS比S  
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54．ムZαCαr乙‘Sよ花de7t亡α£α8  ●●●●●●●●●●●●●●●  
55．エよαCαrZJざOr亡んogo扇0ぶ  ……・○・・・○・・・   

56．Cerα亡qppまαb如Z去s   ・・ ○ ・・・ 0 0 ・ 0 0 0 0 ・ ○   
57．Cerα亡qpp乙αq比αdrよde7乙ねとα   ・・・ …  ・ ○ ・・・ ○ ・・・   

58．Cerαねpp乙αSeズp∠goβα  … … ○ ・ 0 0 ・・・・・  
59．〟e亡r乙qppよαSp．F  ●●●●●●●●●●●●●●●  
60．Perとe花弘£α′αOrぁわ比gα£α  ……○・○・・・・・・  

61．re花α～αgO（ゴeぶメむs的rm云ぶ  ●●●●●●●●●●●●●●●  
62．re几江よαJαSp．A  ●●●●●●●●●●●●●●●  
63．Cαrαあodesr∠mos比S  ●●●●●●●●●●●●●●●  
64．recねC甲九e昆SC乙↓軍£de几ね£昆S  ・・○・○・・○・00・00・   
65．recねC印ゐe乙↓SUegαと昆S   0 0 0 0 0 ・ 0 0 0 0 0 0 0 0 ・   
66．伽∠eggα花OUα   … ・ ○ ・・ 0 0 ・ ○ ・・・・   
67．Q昆αdroppよαq昆αdr∠cαrよ花αとα  … … ・ ○ ・・・・・・・  

68．A批胤離0あegわαSp．C  ●●●●●●●●●●●●●●●  
69．ぶ比C亡0むe伽〃αSpp．  ・・ ・○・○・00000・000  
70．βcdpんeremαe昆SツαmαS兢αよ ●●●●●●●●●●●●●●●  
Poronota（P群）  

71．J花CαわαねざSp．  ●●●●●●●●●●●●●●●  
72．エねわs亡αdよαSp．  ●●●●●●●●●●●●●●●  
73．Orgあαと比gαSp．C  ●●●●●●●●●●●●●●●  
74．OrZわαと比gαSp．G  ……・○・○・・・・・   

75．Proねゐαg弘mmαpαrUよβe古材er乙↓m  … … … ‥ ○ ・・・  

76．Scんegori占αteSSp．H  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

77．5cんeわ「よゐα亡e5Spp．  ・○・・○・・000000・・   
78．Cerα孟OZeとe〟αSp．B  ……○・・000・・・  
79．Cerα己OZe亡e5medわcJ【よs  ＝＝＝◆●●●●●●  
80．CerαとOZe亡essん£rα花eね5よs  ●●●●●●●●●●●●●●●  
81．Cerα亡OZeとessp．C  ・・・○・○・00・00・00・  
82．CerαわZe亡eぶSp．K  ●●●●●●●●●●●●●●●  
83．Cerα亡OZeとe8Sp．L  ●●●●●●●●●●●●●●●  
84．刀i叩亡eroらα£esuαriαbigis九0几S九はe7tSfs        ・・・○…・○…・○・   

85．〟egα花OZe亡esmerよdよα花昆S   ・ 0 0 ・・ 0 0 0 ・・・・・・・   
86．PrqpeJqpざSp．   … … ・ ○ ・・・・・・・   

87．rr£c九orよわα亡esα如托比S   … … … …  ・ ○ ・   

88．rr∠cんorよむαねSrα比8e花ぶ∠8   0 0 0 ・・ ○ ・・ 0 0 ・・・ ○ ・   
89．C九αmOあα亡esp混ざ∠肋s   … … … … ‥  ○   

90．A～go〝lツCO～）α£eβgZcんe几よs  ・ ○ ・・・ ○ ・・・・・・・・・  

91．〟γCO∂αとessα柁ゐe花SZぶ～  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

92．且㍑peJqpssp．1  ・0000・・・○・・・○・・   
93．且叩eわpぶSp．2   …  ・ ○ ・ ○ ・・・ 0 0 0 ・ ○   
94．Acん如erよαSp．D   ・・ ○ ・・・ ○ ・・ ○ ・ ○ ・・・   

95．Acん如erよαSp．E   … ‥  ○ ・・■ ○ ・・・・・・   

96．regorよあα亡e8汁的Jよ昆S   … ‥  0 0 0 ・・ 0 0 ・・ ○   
97．PeJ官αg昆m花αSp．S  ・・・JO・・・・・・・・・・  
98．白alumnidaesp．D  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●   

Macrophylina（M群）の種数＊   1 5 3 3 5 5 4 4 5 6 3 2 3 3 0   

Gymnonota（G群）の種数■   2 3 6 5 10 6 9 11 9 7 5 7 4 3 6   

Poronota（P群）の種数●   1 5  5  2  5  5  6 6  5  6  5  6 4 4  3   

種 数 合 計◆   4 131410 201619 21191913151110 9   

＊複数種は区分可能な最低種数を加算してある   
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月  山  栗  駒  山  

仙 〝 〝 〝 〝 〝 〝 〝 〝 〝 〝 〝  
新  
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みられる。鳥海山では15地点のうち，5地点がそのよ  

うな環境であるが，ここからは1頭も採集されていな  

いし，また，月山の2地点や栗駒山の5地点でもその  

生息は確認できない。一方，他の植生域では鳥海山の  

8地点，月山の7地点および栗駒山の8地点から本種  

は出現し，頻度は高い。   

このように亜高山帯以上の地域では出現頻度の高い  

コバネダニ 属の一種が，特定の植生域から出現してい  

ないという特徴がある。これは東北地方中部に位置す  

る三山岳だけのことでなく，北部山岳でも同様な傾向  

がみられる（原田，1993）。例えば，八甲田山の9地  

点や秋田駒ヶ岳の5地点がそれに相当する環境である  

が，ここからは1頭も出現せず，わずかに岩手山のハ  

イマツ低木林の1ケ所だけから本種は確認されている  

にすぎない。微地形の相違を反映する種であると考え  

られる。  
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